




３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容）

令和７年度４月１日～令和８年度３月３１日

施設利用者

アンケート用紙への記入及び職員による聞き取り

別紙の通り

調査結果

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

（０．５）

（０．７）

（１．０）Ａ

Ｂ

利用者からの意見
要望・苦情等

全職員が「モラル」を守り指定管理者としての規律を遵守して業務の遂行をして参ります。
ごみ処理辞典を基に全職員が処分内容の情報を共有し適切な措置をして参ります。一般利用
者が処置を終えて帰られるときに多くの方々から「ありがとう」の言葉がいただける職員の
接遇教育に努めて参ります。

要望・苦情への
対応状況

令和７年度の
自己評価

今後の目標

別紙の通り

協定書に基づき管理運営業務は概ね適正に実施して参りました。一般市民の持込件数(利用
件数)は令和元年より年間2万件を超える市民の方々が松本市リサイクルセンターへ持込利用
されております。令和7年度も一般市民の利用者は2万7千件/年になりました。7年間続けて2
万件超えの方々が施設を利用されており、受付やヤードでの業務は日々忙しい状態が続いて
おります。又、ペットボトルに関する作業につきましても、令和6年度から梓川地区が施設
に持ち込まれることになり全体的な処理量が増加傾向にあります。この様に一般利用市民の
方々が増えていることに合わせペットボトル量が年々増加傾向にある中で職員の配置人員の
最小化を計りながらの施設業務の運営は日々忙しさが続いています。

利用者からのご指摘には迅速に誠意をもって対応して参りました。また、不適切な持込者へ
は環境業務課への報連相を速やかに行い、その都度適切な措置に務めて参りました。

             総　合　評　価　　（４段階評価）　の　基　準

45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

45点以上60点未満

判断結果

【自主事業を実施している場合の評価】
　

【個別施設ごとのテーマに対する評価　※設定がある場合】

【総合的な評価】
　当該施設の設置目的を理解した上で、本市におけるごみの分別区分等に基づき、施設運営を行うことが
できている。施設利用者のアンケート結果において、９割以上が職員の対応に好意的なものが多い点は高
く評価できる。今後も引き続き、利用者の評価が向上するよう努めていただきたい。

Ｄ （０．２）

60点以上75点未満
「良好」

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

「要改善」
※「不可」

評価

合計点数

71.5

適　正

配点

B

「適正」

7

10

※「不可」の場合は、指定管理者の取消処分を含め、早急な改善対応の検討が必要




